
○古山小第４８回「卒業式」が盛大に挙行されました。
平成2９年度古山小学校第４８回卒業式（「卒業証書授与式」）が、別れを惜しむ涙雨の中、3月２０日に

盛大に壮麗に挙行され無事終了いたしました。
９１名の卒業生の皆さん、改めまして卒業おめでとうございます。
ステージを使った児童全員参加の卒業式も今年度で３年目を迎え、在校生は練習や式場の準備等にも真

剣に取り組み素晴らしい式になりました。特に式場の装飾など今まで以上に華やかになり、卒業生をみん
なで祝福しようという思いが表現されていました。
式では、校長式辞、市教育委員会教育委員長様による告辞、ＰＴＡ会長様の来賓祝辞の後、「別れのこ

とば」を全校児童で呼びかけをしました。その中で在校生は「大空がむかえる朝」、卒業生からは「最後
のチャイム」の合唱があり、美しい歌声と共に、会場全体が感動と涙に包まれました。このような素晴ら
しい式典になったことに対しまして、参加された来賓の皆様、保護者の皆様並びに卒業生、在校生に改め
て感謝申し上げます。これからの変化の多い社会を担う卒業生の限りない前途に幸多かれと心からお祈り
いたします。次に校長式辞の一部（卒業生への最後のメッセージ）を紹介します。
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○卒業に向けて ６年生卒業奉仕作業 校長特別授業 卒業会食 感謝の会・・
６年生が卒業に向けて、特別教室やトイレの清掃、校庭の遊具やサッカーゴールのお色直し（ペンキの塗
り直し）を実施してくれました。６年生に感謝です。また、卒業前に各クラスで校長による「道徳の時間」
の特別授業を行いました。道徳のテーマは東日本大震災を題材としての「思いやり（OMOIYARI）」の心
についてです。（実は卒業式の校長式辞と関連していました。）６年生児童との卒業会食も楽しかったです。

２月２８日には卒業生が「感謝の会」を開いてくれました。卒業記念品として「テント」の贈呈があり
ました。卒業生の保護者の皆様に厚く御礼申し上げます。（少しずつ自前のテントが増えてきました。）

○平成2９年度「修了式」
３月２３日（金） 平成2９年度修了式が行われました。この日をもって平成２９年度が修了し春休み

に入ります。春休みは、３月２４日（土）から４月８日（日）の１６日間になります。さて修了式では、
1～5年生の各クラスの代表児童に、各学年の課程を修了したことを証する修了証書（通知票の裏表紙）を
授与しました。そして式では、校長からは次のようなお話をしました。

※これで平成２９年度の校長室通信が終了です。ご愛読ありがとうございました。また、古山小学校ホ
ームページにたくさんのアクセスをいただき感謝申し上げます。（今後も見てください。）

☆年度末の教職員の定期異動が２５日の新聞に掲載されます。なお、古山小から転退職される先生方の「お
見送り」を３０日の１４時から古山小校庭で行う予定です。卒業生・児童・保護者の参加も大歓迎です。

２０日に９１名の卒業生を送り出して、今日で３日が過ぎましたが、いよいよ今日は皆さんの１年
間の学校生活を修める修了式です。今、各学年各クラスの代表の児童に「修了証」を渡しました。皆
さんがそれぞれの学年を無事に修了できたという証明書です。４月からは一つ学年が上がることがで
きます。おめでとうございます。
また今日はこの１年間お世話になった全ての人に感謝をする日です。お父さん、お母さん、おじい

ちゃん、おばあちゃん、家族のみんなに感謝をすること いつも見守ってもらった地域のみなさんに
感謝、学級担任の先生をはじめ、古山小の先生方にも感謝、そして、今日この学年のクラスとして解
散してしまう仲間、友だちにも感謝です。最後に、１年間がんばった自分に拍手 ！
この１年間皆さんの古山小学校での生活はどうだったでしょうか。

今年度も「みんなで前進、よりよく変身」を振り返ってみてくださいね。

２０日に卒業式がありましたが、皆さんがたくさん練習をして頑張ったお陰で素晴らしい式になり
ましたね。感謝の気持ちでいっぱいです。本気でやるときはとことん全力で取り組むという古山小の
こどもたちのパワーが十分に発揮された式になり感動しました。
ここで今年度最後のメッセージを児童の皆さんに贈ります。

「一生懸命（いっしょうけんめい）やってると自信が持てる。 一生懸命やってると協力してくれる
人ができる。 一生懸命やった結果ならあきらめがつく。 一生懸命やったから泣きたくなる。 一生
懸命やってるから怒りたくなる。 一生懸命やったから思いっきり喜べる。」

さあ、明日から春休み、春休みは、新しい学年である４月からスタートダッシュをするために準備
をする休みです。家でだらだらした生活をすることなく、できなかった勉強を復習をしたり、身体を
きたえたり、良い本をたくさん読んだり、良いテレビ番組を見たり、豊かな自然体験をしたりしてエ
ネルギーを蓄えてください。そして、４月９日にまた元気に登校してください。

〇友情の池に「見守り河童（カッパ）」が設置されました。
これまで「友情の池復活大作戦」と

して、PTA や地域の皆様のご尽力を賜
り、水漏れの補修、噴水の復活などを
実施してきました。このほど、PTA 会
長様により友情の池に「見守り河童」
の御影石の石像を設置していただき、
６年生を交えて「除幕式」を行いまし
た。また９１匹の金魚を９１名の卒業
生が卒業記念として放流しました。こ
れからも永遠に古山小児童をこのカッ

パは見守り続けてくれるでしょう。関係者の皆様に感謝申し上げます。


